






<はじめに>

  進行性筋ジストロフィー症児にとって年々障害度も進行し骨格の変形、関節

の拘縮等により長時間同一体位のまま就寝する事が不可能となり、夜間の体位

交換数も多く睡眠が妨げられる。当病棟で現在使用中の各種マットレスについ

て検討し、障害度に応じ最も心良く睡眠出来るマットレスを選出し、より良い

アプローチを試みる事にした。


